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　リハビリテーションにおけるロボット技術の最近の進歩
　　特集にあたって 札幌麻生脳神経外科病院　飛 驒 一 利
　　反 復性経頭蓋磁気刺激（rTMS）を用いたリハビリテーション治療 

 聖マリアンナ医科大学リハビリテーション科　佐 々 木 信 幸
　　リ ハビリテーション医療におけるリハビリテーションロボットの標準化 

 佐賀大学医学部附属病院リハビリテーション科　浅 見 豊 子
　　上 肢用リハビリテーションロボットの現状と今後について 

 兵庫医科大学リハビリテーション医学講座　内 山 侑 紀
　　A kita Trainer を使用したロボットリハビリテーション
　　　 秋田大学大学院医学系研究科整形外科学講座　斉 藤 公 男
　　HONDA 歩行アシストについて 防衛医科大学校病院リハビリテーション部　小 林 龍 生
　　HAL 医療用下肢タイプによる機能再生 国立病院機構新潟病院神経内科　中 島 　 孝
　　歩 行練習支援ロボット「ウェルウォーク」の現在と未来 

 藤田医科医学部リハビリテーション医学Ⅰ講座　平 野 　 哲，他

Nomade
　 昭和大学藤が丘病院整形外科　神 崎 浩 二
イラストレイテッド・サージェリー
　髄内腫瘍 大阪市立大学脳神経外科　内藤堅太郎，他

編集上の都合により内容が若干異なる場合がありますので，ご了承ください．
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本誌では「読者の意見（Letters to the Editor）」を設けております．読者交流の場とし

て意見交換にご利用いただきたく，下記の要領で編集室宛に原稿をお寄せください．ま

た，読者アンケートを三輪書店のウェブサイト（URL：http://www.miwapubl.com/）で

受け付けておりますので，ご協力をお願いいたします．

趣 旨

①掲載論文に対する意見．

②編集方針に対する意見，希望など．
＊①に関しては，著者側からのコメントも掲載いたします．

執筆内容

①本文は図表も含め 1,200 字以内（文献は 3文献

以内，写真・図・表は 1点以内とし，その数に

応じて本文を減じてください)．

②筆者名，所属名を明記してください．

③著者側からのコメントは 600 字以内．

採 否

編集委員会で決定いたします．不採用の場合は速

やかに連絡いたします．また，採否のいかんにか

かわらず，原稿は返却いたしません．

そ の 他

・論文掲載後 6 カ月以内に意見をお寄せくださ

い．

・文章は書簡の形式（口語体）としてください．

・原稿は多少の字句の変更をさせていただくこと

がありますので，ご了承ください．

・採用の場合は掲載誌 1部をお送りいたします．

『脊椎脊髄ジャーナル』編集委員会
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